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47th Annual Meeting of the Japanese Society of Developmental Biologists

日本発生生物学会第47回大会

市民公開講座
発生学ゆりかごから墓場まで-進化・幹細胞・老化

2014年5月31日（土） 13:00～16:00  

世話人：日比 正彦（名古屋大学生物機能開発利用研究センター）

第1部 講演（13:00～15:15）
① なぜ？どうして？がんにならない
超長寿ハダカデバネズミ
三浦 恭子（北海道大学 遺伝子病制御研究所）

② 万能細胞について
升井 伸治（京都大学iPS細胞研究所）

③ カブトムシの角作りの秘密を探る
新美 輝幸（ 名古屋大学 大学院生命農学研究科）

パネラー： 三浦 恭子、升井 伸治、新美 輝幸、矢追 雄一（県立岐阜高校）
司　  会： 日比 正彦（名古屋大学生物機能開発利用研究センター）

場　所：名古屋大学 野依記念学術交流館（〒464-8602 名古屋市千種区不老町）

http://www.jsdb.jp/kaisai/jsdb2014/

第2部 パネルディスカッション（15:20～16:00）
 『どこに向かうの生物学？』

共　催：名古屋大学生物機能開発利用研究センター

参加費無料



84

JR線

東山キャンパス

名鉄線
近鉄線

地下鉄東山線
地下鉄桜通線
地下鉄鶴舞線

地下鉄名城線

赤池八事御器所鶴舞上前津

金山

伏見

丸の内名古屋

高畑
栄 千種 今池 本山 東山公園

至豊田

藤が丘

あおなみ線

久屋大通

中村
区役所

名古屋大学

地下鉄名城線
名古屋大学
2番出口

総合案内 博物館

豊田講堂

1

2

3

なぜ？どうして？がんにならない
超長寿ハダカデバネズミ

講演要旨

三浦 恭子（北海道大学 遺伝子病制御研究所）

ハダカデバネズミは、その名の通りネズミの仲間ですが、30年近くも生き、ま
た、がんにならない、老化しない、とても不思議なネズミです。さらに、哺乳類で
は珍しい、アリやハチのようなカースト社会（女王、王、ワーカー）で暮らしてい
ます。この不思議な生態や、不思議なからだの仕組み、そしてその謎に迫る研
究をご紹介します。

万能細胞について
升井 伸治（京都大学iPS細胞研究所）

私たちの身体を作っている細胞は、それぞれが特定の役割を果たしています。
最近まで、役割が一旦決まった後の細胞は、決まる前の万能な細胞には戻ら
ないと考えられていました。ところがiPS細胞の発見以来、この見方は大きく変
わってきました。この講演では、万能性をとりもどすしくみについて、iPS細胞を
例に、どこまでわかっているのかをわかりやすく解説します。

カブトムシの角作りの秘密を探る
新美 輝幸（名古屋大学 大学院生命農学研究科）

カブトムシの人気の秘密は、雄だけに存在する格好いい大きな角にあります。
このように雄だけがもつ立派な角は、雌を獲得するための雄同士の闘争用の
武器として進化してきたと考えられています。雄で過剰に発達した角は、ダー
ウィンの著書「人間の由来と性淘汰」にも記され、古くから多くの研究者の興
味を集めてきました。ところが、角がどのような遺伝子によって作られているの
かはほとんど解明されていません。本講演では、カブトムシの角作りの秘密を
解き明かすためにこれまで行ってきた性差をもたらす遺伝子の解析など最新
の研究成果を紹介します。

名古屋大学
野依記念学術交流館

会場へのアクセス

地下鉄東山線の場合 「本山」駅下車、名城線乗り換え
 「名古屋大学」駅下車2番出口より徒歩5分

地下鉄鶴舞線の場合 「八事」駅下車、名城線乗り換え
 「名古屋大学」駅下車2番出口より徒歩5分
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第 8回男女共同参画ランチョンワークショップ 
47th Annual meeting for the JSDB with the APDBN, 8th Gender equality workshop 
 

 

 
 みなさんは男女共同参画活動についてどのような印象をお持ちですか？ ライフ
ワークバランスへの配慮、子育て支援、といった男女共同参画の啓蒙活動は重要なこ
とだと理解されます。一方で、生命科学分野のポジションは男女問わず十分ではない
にもかかわらず、男女共同参画の為のインセンティブ付与が原因で、数値目標の設置
による人事バイアスや、男女逆差別の公募に対する不満が生じているのも事実です。
こういった不満は跳ね返ってきて、現場で働く女性研究者の弊害ともなり得ます。こ
のような負の連鎖を打ち破るためには、「男女共同参画」について現状に即して根本
から見直し、現実に即した環境の整備とサポートの充実を具体化する必要がありま
す。若手や女性の登用に躊躇するようなタイムリーな問題が勃発したこのタイミング
だからこそ、聖域のない「ぶっちゃけ討論」を交わすことで現状を把握し、今、何が
問題で、何を必要としているのか、何が出来るのか、議論したいと思っています。 
 
 ワークショップの進行にあたっては、2012 年 11 月に実施された「第３回大規模
アンケート：科学技術系専門職の男女共同参画実態調査」の回答分析データとコメン
トをベースに、発生生物学会会員の生の声を例に挙げながら、パネルディスカッショ
ン形式で進めて行く予定です。もし討論したいテーマがあれば受け付けますので、事
前に事務局 (jsdbadmin@jsdb.jp)までご連絡ください。参加者の皆さんからも、積極
的な議論参加をお願い致します。 
 
 ランチ付き、日本語ですので、多くの方々のご参加をお待ちしております。 

日本発生生物学会第 47回大会 

日日時： 5 月 30 日（金）12:00-13:00  
会会場： ウインクあいち ５階 小ホール（Room B） 
 
テーマ： 

  「男女共同参画について根本から考える」 
        ̶̶理想と現実̶ 

パネリスト（予定）： 阿形 清和（京都大学） 
林 茂生（理研CDB） 
入江 直樹（東京大学） 
今井-佐藤 薫（京都大学） 
その他 
 
 

司会進行： 吉田 薫（桐蔭横浜大学）・倉永 英里奈（理研CDB） 
 

主催：日本発生生物学会男女共同参画WG 
後援：男女共同参画学協会連絡会 


